
（別紙３）

～ 2025年　10月　4日

（対象者数） 35 （回答者数）
30

～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・こどもに合わせて、それぞれの立場で必要なスキルを習

　得できるように取り組んでいきたい。

2
・電車を利用して出かけることで、切符の買い方、電車での

　マナーを学べるようになる。

・小学校6年生～高校3年生が対象の事業所で将来に向けて

　必要なスキルを身につけることが出来る。

・こどもに合わせてプログラムを組み、同時に必要なスキル

　を身につける内容になるよう工夫している。

・駅から徒歩2分の立地にあり、自立支援として公共交通機

　関などを使った自主登所が出来る。

・交通機関を利用することで、マナーや電車の乗り方などが

　学べ、将来に向けて役立つことが出来る。

2025年　9月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　11月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ブルーム

○保護者評価実施期間
2025年　9月　6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

・こども達が健康で安全に過ごしていくために、身体の柔軟

　性を高めたり、けがしにくい身体づくりを目指して取り組

　んでいく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・身体を動かすときには、屋外での活動も積極的に取り入れ

　ていく。（近くに公園もあり、思いっきり身体を動かせる

　場所になっている）

・雨の時は、屋内でできる遊びを考える。

・運動面を重視 して、こども達に合わせて基礎運動、体幹

　トレーニングを行っている。（柔軟、筋トレなど）

・こども達が楽しく取り組めるようにこども達の意見を取り

　入れながら、身体を動かすことで体幹を鍛えられるように

　行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・室内で活動（特に運動）をする際、活動の幅が限定され

　る。

・部屋数が少ない中でも狭く感じないように工夫している。

・運動の時間ではジャンプなどをする時、音が階下に響かな

　いよう気を付けている。


